
 
 

 
                            三重県埋蔵文化財センター 

 

遺跡名：瀬木
せ ぎ

遺跡 
原因事業名：地域活力基盤創造交付金（道路）事業（主）久居美杉線 
調査主体・担当：三重県教育委員会 三重県埋蔵

まいぞう

文化
ぶ ん か

財
ざい

センター 
調査協力：地元自治会・津建設事務所 
所在地：三重県津市美杉町竹原 
調査期間：平成 21 年 8 月 28 日～22 年 1 月 15 日 
調査面積：1,560 ㎡ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

はじめに                              遺跡の場所 

 瀬木遺跡は、津市美杉町竹原の雲出川左岸の丘陵および丘陵と雲出川に挟
はさ

まれた谷底平

野に位置しており、東西約170ｍ、南北約850ｍと広大な範囲に広がっています。 

三重県埋蔵文化財センターでは、県道久居美杉線の工事に伴い、８月下旬から発掘調査

を行いました。この資料はその成果の概要をまとめたものです。 

瀬木遺跡やすぐ北側の前垣内
まえがいと

遺跡では、これまで何度か部分的な範囲確認調査が行われ

てきましたが、広い範囲で発掘調査を行うのは初めてで、竹原地区での初めての本格的な

発掘調査となります。調査は上流のＡ地区、下流のＢ地区の２箇所で実施しました。 



Ａ地区の調査 

 Ａ地区は丘陵の先端部にあたり、発掘調査を行う前までは竹原幼稚園が建っていた場所

です。地表面から60㎝～80㎝ほど土を取り除くと昔の人々生活の跡（遺構
い こ う

）が見つかりま

した。以前の竹原中学校建設の際の盛り土や建物の工事などの影響により、遺構の残って

いたのは北側の部分のみでした。掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

２棟、土坑
ど こ う

54基を確認しました。 

掘立柱建物は全体の規模は分かりませんでしたが、建物64は南北が約9ｍ、建物65は東西

が約7.5ｍでした。どちらも今から600年ほど前の15世紀前後の建物です。 

土坑は直径70㎝～90㎝前後の円形のものや、長径1.5ｍ前後、短径1.2ｍ前後の楕円形を

した穴で、深さは20㎝～50㎝ほどでした。底に向かって真っすぐに掘られているものが多

く、穴の中からあまり遺物
い ぶ つ

が出土しませんでした。わずかに出土した土師器
は じ き

皿
さら

や鍋
なべ

、陶器
と う き

な

どは建物と同じ15世紀前後のものでした。このほか、サヌカイト製の石
せき

鏃
ぞく

、釘
くぎ

などの鉄製

品、縄文
じょうもん

時代
じ だ い

後期
こ う き

の土器も出土しています。 
Ｂ地区の調査 

 Ｂ地区は下流の水田の部分で調査を

行いました。南側では 20 ㎝～30 ㎝の耕

作土を取り除くとすぐに遺構がみつか

りました。調査区の北側、３分の２ほど

は耕作土の下に砂の層があり、旧河
きゅうか

道
どう

の

氾濫
はんらん

により、遺構は無くなってしまった

と想定されます。土坑は方形や楕円形を

した穴で、大きいものでは長辺約 4.4ｍ、

短辺約 3.2ｍ、深さは 10 ㎝前後と浅いで

す。   

  Ａ地区土坑群(西から) 

これらの土坑は本来もっと深かったの

ですが、耕作により、削
さく

平
へい

されてしま

ったと考えられます。また、土坑には

焼けた土が残っており、鉄
てつ

滓
さい

も出土し

ていることから、野
の

鍛冶
か じ

に伴う遺構の

可能性が考えられます。土坑からは

黒色
こくしょく

土器
ど き

椀
わん

、土師器
は じ き

椀
わん

・皿
さら

、瓦器
が き

椀
わん

、

灰釉
かいゆう

陶器
と う き

椀
わん

、白磁
は く じ

椀
わん

、山
やま

茶
ちゃ

椀
わん

などが出

土おり、12 世紀前後の遺構と考えられ

ます。 

      Ｂ地区土坑群(北から) 



 

発掘調査でわかったこと 

今回の発掘調査では、Ａ地区で 15 世紀の掘立柱建物と土坑が見つかりました。土坑の特

徴は、美杉町上多気の多気
た げ

遺跡群
いせきぐん

の発掘調査などで、見つかっている掘立柱建物の周囲を

取り囲むような場所にあり、遺物をほとんど含まない状況とよく似ています。多気遺跡群

の報告では工房に関連する「ゴミ穴」のようなものと考えられています。Ａ地区の調査で

も鉄
てつ

滓
さい

が多く出土しており、Ｂ地区同様、野鍛冶が行われていた可能性が考えられます。 

Ｂ地区では、瓦器椀、土師器椀、灰釉陶器椀、白磁椀、山茶椀が出土しています。一般

的に瓦器椀は伊賀地域で多く出土しており、伊勢地域では灰釉陶器椀、山茶椀が多く出土

しています。今回の調査ではその両方が出土しており、伊賀と伊勢の両地域へ通ずるこの

地域の特徴がよく現れています。 
 
 
 
 
 
 
 
      
     Ａ地区表土除去状況 

Ａ地区土坑 34 遺物出土状況 

 

 
 
 
 
 

 

Ｂ地区土坑 93                    Ｂ地区土坑 90 遺物出土状況 

 
 
 
 
 
 
 
瀬木遺跡全景                    出土遺物 



 




